
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 ポイント 名前

比の利用 月 日

まとめ 比の利用 比の利用 標準

① 全体を比で分けるときは、比の数の合計でわって①にあたる量を出す　② 差が分かるときは、比の
数の差が差にあたる　③ 値段の比 × 数の比 = 代金の比(積の比)。代金 ÷ 値段 = 数 のようなわり
算の比は、分数の比にしてから整数の比にそろえる

例

(1) 120円を兄と弟で 3 : 2 に分けると、兄は何円?

比の数の合計は 3 + 2 = 5

①にあたる金額は 120 ÷ 5 = 24(円)

兄は 24 × 3 = 72(円)

線分図で全体を5つに区切ると、1つ分が①。分

けたあとの量が整数かを確かめさせる

(2) 兄と弟の貯金の比は 5 : 3 で、兄のほうが弟よ

り40円多いとき、弟の貯金は?

比の数の差は 5 − 3 = 2

2つ分が40円なので、①は 40 ÷ 2 = 20(円)

弟は 20 × 3 = 60(円)

「差が分かる」ときは、全体ではなく、比の数の差

が差の金額にあたる

(3) えんぴつ1本とノート1冊の値段の比は 2 : 5、買

った数の比は 3 : 2 です。代金の合計が640円のと

き、ノートの代金は?

代金 = 値段 × 数 なので、代金の比は (2 × 3)

: (5 × 2) = 6 : 10

比の数の合計は 6 + 10 = 16 で、①は 640 ÷

16 = 40(円)

ノートの代金は 40 × 10 = 400(円)

値段も数もわからなくても、代金の比は決まる。

比が変わる問題(同じ数ずつの増減・やりとり)

は、倍数算の単元で練習する
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